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既存の摘花剤は２回散布する必要があり、特に石灰硫黄合剤は散布機の汚れや腐食など使いづらい面
があります。今回、散布回数の省力化が可能で、取り扱いも容易な新規摘花剤「サニデイ」の効果を検
討したところ、１回散布で実用性の高い摘花効果が確認されたので、紹介します。

りんご「ふじ」に対する摘花剤

「サニデイ」の特徴と使い方

お問い合わせ りんご研究所 栽培部 (℡ 0172-52-2333）

特徴と使い方1

使用上の留意点

エピナスティの症状

●中心花の受粉が不十分な場合、結実
不良もしくは未結実となるため、人
工受粉を確実に行ってから、本剤を
使用してください。

●散布後に葉がしおれる症状（エピナ
スティ：右の写真）を示しますが、
１週間程度で回復します。

●本剤の効果が確認されている品種は
「ふじ」のみです。

石灰硫黄合剤及びエコルーキーは、物理的にめしべの柱頭を損傷させ受精を阻害するため、頂芽花及
びえき芽花の満開日に２回散布する必要があります。一方、サニデイは植物ホルモンであるオーキシン
の作用により受精を阻害させるため、１回散布で頂芽花及びえき芽花の両方に対し摘花効果が得られ、
散布労力の軽減となります。また、価格は石灰硫黄合剤より高価ですが、エコルーキーより安価です。
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